研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　南病棟Ｇ　　　　　　職　種　看護師　　　　氏　名　小林　告子　

	期　　間　　平成　２２　年　9月　8日　

	出張目的　若年性認知症への理解を深め今後の認知症ケアに生かす

	出 張 先　東奥八戸ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


若年性認知症啓発フォーラム

若年性認知症の人が普通に暮らしていくために

～私たちができること、私たちがすべきこと～

＜１部＞

若年性認知症者に必要な支援
　～若年性認知症の就労型活動・地域型活動による生活維持への支援～

　　講師　若年性認知症社会参加支援センター
　　　　　所長・作業療法士　比留間　ちづ子

《所感・考察》

高齢者の認知症についての理解はしてきたつもりでいましたが、今回の研修に参加して若年性認知症について・認知症者についての現実的課題や対応課題、継続的な課題等について難しい現実を実感させられました。その中で、若年性認知症社会参加支援に奮闘されている比留間先生の活動は興味深くきくことができました。ジョイントのメンバーからの切実な声「私たちは心為らずもアルツハイマー病など、突然の生活状況に陥り、収入も殆どなくなり、生活も儘ならない状況に陥ってしまいました。しかし人としての尊厳を大切に守り、たとえ認知症に罹患したとしても、やはり家庭の中で、そして社会の中で生きて行きたいと思っております。生活は苦しくなったとしても、心に太陽を持ち、家族や友人たちと豊かに命のある限り生きて行きたいと考えています。心ある方々のご鞭撻を頂、少しでも協力をいただければ幸いだと思っております。」から、適切な治療とケアがその人の人生にとても大切だ実感しました。若年性認知症患者様を思い返して、自分の対応はどうだったのか、もっと何かできたのではないかとの思いをはせながら、これからの患者様のケアに生かして行きたいと思います。
《発表内容要旨》

1 若年性認知症の現実課題と対応課題

・中年～壮年期の発症・職業技能は真っ盛り

　病気による生活の中断、経済的や今後の不安・社会的な支援システムがない。
・ライフサイクルに応じた生活自立支援

②　若年性認知症の受診状況と生活状況

　　　・発症から診断確定までの期間が：1年未満３９％　確定診断まで３年以上のものもある。確定診断時の重症度　すでに重度３８％（愛媛大学）となっている。

③　ジョイント活動について

　　・開設への経過
　　・活動方式・参加者の概要・活動の種類・対応の仕方等

　　・ジョイントでの効果

④　認知症の症状と障害構造について
　　・高次機能の相互機能

　　・失認・失行という機能障害

⑤　アルツハイマー型の行動特徴について

　　ピック・前頭側頭型の特徴

⑥　若年性認知症支援の継続的な課題

　　・継続的な支援～活動能力への支援

　　・死ぬまで人間的発達～自分であることを誇れる

　　・手法の限界と次へのアセスメント～現状対応と複合的な支援策の組み合わせ

⑦　平成２１年度からの若年性認知症施策について

＜２部＞

　　パネルディスカッション　若年性認知症の支援体制
　　　アドバイザー　　　若年性認知症社会参加シエンセンター　比留間　ちず子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　《所感・考察》

　　高齢者の認知症も問題はありますが、若年性認知症はさらに深刻な問題を多く抱えていることがよくわかりました。
　　代表の「明日自分が、夫が認知症になってしまったと考えたらどうですか」の話にぞっとしました。病気を受け入れることができるだろうか、経済的に大変だ、この先はどうなるのだろうか将来が不安だ等いくつもの不安を抱え込み、病気と向き合えるのだろうかと難しい問題であることが実感です。自分のこととしてとらえ、高齢者とのライフステージの違いの理解、本人が持っている機能・残存機能を生かし、本人が何をしたいのか見つけて行けるようなケアをめざしたいと思いました。
　《発表内容要旨》

　　「若年性認知症者を取り巻く環境」

パネリスト　　青森県立保健大学健康科学部　看護学科　吹田夕起子
　

1 認知症の人「本人会議」アピールから
2 若年性認知症の実態と介護家族に対する生活実態

・本人・周囲の状況を踏まえた対策の必要性

3 認知症を取り巻く状況について
・認知症者と家族の特徴

4 これからの若年性認知症施策の概要について
若年性認知症施策の現状と課題～若年性認知症の一人ひとりの状況に応じた支援を図る体制を構築することが課題
5 若年性認知症者への支援策

6 若年性認知症者へのケア

・若年性認知症の特徴と認知症一般の特徴を併せてケアを考える。

・「生きいきと生きる」ことを可能な限り支援する。

パネリスト　　認知症の人と家族の会　青森支部　青森地域世話人　小山内　篤子
　若年性認知症者の生活実態について
　　認知症家族の集い～制度をなんとかしてほしい。会社は認知症に理解がない。

経済的に不安がある。　就労はどうすればいいか。
　　　　　　　　　　　　　　相談できる窓口がほしい。
専門的なディサービスやサポート体制がほしい。
　　　　　　　　　　　　　　などの声が多く聞かれています。

　　　
     パネリスト　　こころすこやか財団　　　　　理事　　　　　松倉　典子
        若年性認知症サポートセンターゆえみの取り組みについて
　　　　　通所サービス：週２日　ひとりひとりに合わせて様々な活動を行い、健康状態の安定・維持を図ります。
　　　　　相談支援：月～金　若年性認知症に関する相談を受けています。

　   コーディネーター　代表理事　千葉　潜
        若年性認知症の疾患についての理解
　　　　　認知症は脳の障害・細胞の機能低下である。明日、自分が・夫が認知症になってしまったら
　　　　　どんどん壊れていく自分や夫、自分の身におきかえたらどうですか。
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